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～今月の表紙～

今年も盛大に開催された
第 23 回 義 経 ま つ り。 義
経公行列では、義経公に
扮 し た 飯 島 寛 騎 さ ん が、
沿道からの大声援に手を
振って応えていました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　国見町の代表的な秋祭り、鹿島神社例大祭の一番の見どころ「もみ合い」は、例大祭最終日の午後 7 時半頃から始まり、
沿道は多くの人で賑わいます。町内を練り歩き、旧藤田宿へ戻ってきた神輿と 4 台の山車が幾度となく激しくぶつかり
合い、神輿は 1㎞の道のりを 2 時間半かけて境内まで帰

き ぎ ょ

御します。今年の例大祭は 10 月 25 日から 27 日に行われます。

鹿島神社例大祭　神
み こ し

輿と山
だ し

車のもみ合い

『国見のたからもの』№ 53山車が神輿を挟みぶつかる「もみ合い」

秋
晴
れ
に  

笑
顔
が
映
え
た

「
く
に
み
の
日
」

　

第
23
回
義
経
ま
つ
り
が
9
月

23
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

と
藤
田
商
店
街
を
中
心
に
開
催

さ
れ
、
約
3
万
8
千
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

バ
ル
ー
ン
ス
パ
ー
ク
と
国
見

小
学
校
児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊
パ

レ
ー
ド
で
華
や
か
に
開
幕
し
た

義
経
ま
つ
り
。
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
特
設
会
場
で
は
、
く
に

み
幼
稚
園
児
に
よ
る
ダ
ン
ス
や

県
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
、
町
文
化
団
体
な
ど
に
よ
る

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ

れ
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

藤
田
商
店
街
で
は
、「
藤
田

宿
グ
ル
メ
街
道
」
と
題
し
て
40

店
以
上
の
露
店
が
軒の

き

を
連
ね
、

県
内
外
の
ご
当
地
グ
ル
メ
が
大

集
結
。
来
場
者
は
、
各
地
自
慢

の
味
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷

で
は
、
国
見
町
応
援
大
使
『
ふ

た
り
』
の
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
義
経
公
行
列
出
演
者
が

挨
拶
し
、
道
の
駅
来
場
者
に
義

経
ま
つ
り
を
Ｐ
Ｒ
。
今
年
の
義

経
役
の
俳
優
・
飯
島
寛
騎
さ
ん

の
軽
快
な
ト
ー
ク
に
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

復
興
・
絆

　
く
に
み
の
日

バルーンスパークで華やかに開幕した義経まつり

1開幕に華を添える国見小児童による鼓笛隊パレード　2演奏を披露する県北中学校吹奏楽
部　3道の駅と観月台でライブを披露し、祭りを盛り上げる国見町応援大使の『ふたり』

「義経公行列」出陣を前に鬨
とき

の声を上げる義経ら
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